
 間々田小学校 

  ６学年便り    

令和７年５月３０日 

  

 

あじさいの花が色づく時季になりました。それと同時に、あっという間に１学期も折り返し地点です。子ど

もも大人も、良い意味でも悪い意味でも「慣れ」が出始める頃かと思います。適度な緊張感をもって、子ども

たちの学習面や生活面が成長できるような指導、そして安心できる環境づくりに努めてまいります。また、6

月上旬には修学旅行もあります。学校行事を通して、心身の成長を図るため、学校と連携しながら、保護者の

皆様には、子どもたちの成長を見守っていただければ幸いです。引き続き、ご協力よろしくお願いいたします。 
 

 

※予定の変更がある場合もございます。 

 

 
 

月 火 水 木 金 

２ 

登校指導 

歯と口の健康週間 

いじめゼロ週間 

（どちらも～６日） 

３ 

 

４ 

間小っ子 

 

５ 

修学旅行 

乙女公園 

（8:10集合） 

６ 

 

乙女公園 

（１８時解散予定） 

９ 
業間日課 
教育相談 

(～１８日まで) 

  
 

１０ 

業間日課 

諸費引落日 

清掃あり 

１１ 

業間日課 

１２ 

業間日課 

 

１３ 

業間日課 

 

1６ 

業間日課 

1７ 

業間日課 

間中 2年生職場体験学習

（6 の 2） 

1８ 

業間日課 

間小っ子 

１９ 

代表委員会① 

２０ 

 

２３ 

クラブ②／写真撮影 

３０ 

委員会③／写真撮影 

清掃強調週間 

情報モラル週間 

2４ 

租税教室 

(2・3・４校時) 

2５ 

おはなし 

らんど① 

2６ 

縦割り班活動① 

2７ 

 

国語 

社会 

算数 

理科 

音楽 

家庭 

体育 

英語 

総合 

道徳 

図工 

文の組み立て 他 

縄文のむらから古墳のくにへ 他 

分数でわる計算を考えよう 他 

植物のつくりとはたらき 他 

いろいろな音のひびきを味わおう 他 

クリーン大作戦 他 

バスケットボール 水泳 他 

My weekend 他 

探検・発見思い出の旅 

「法律」ってなんだろう 他 

お気に入りの場所 

 

 

学 習 予 定 

◆教育相談について 

 業間の時間などを活用し、担任が一人

一人、子どもたちの話に耳を傾け、今後

の学級経営に生かしていきたいと思いま

す。 

◆縦割り班活動について 

 ロング昼休みにおける異学年交流（第

１学年～第６学年）を通して、望ましい

人間関係を築く力や友達を思いやる心を

育てる活動です。６年生としての責任感

を育てていこうと思います。 

◆いじめ防止強調週間について 

各クラスで「いじめゼロ宣言」につい

て話し合いました。話合いでは、いじめ

を起こさないために、いじめをなくすた

めに、一人一人真剣に考える良い機会と

なりました。この宣言を胸に、よりよい

学校生活となるようにしていこうと思い

ます。また、昇降口で各クラスの宣言を

掲示します。ご家庭でも話し合う良い機

会にしていただけたらと思います。 

 
★こころのかがみコーナー 

令和７年度と８年度の２年間、間々田小学校は、子どもへの「３つの保証」を目指

した小山市学校教育目標の実現に当たり、すべての教育活動の基盤に位置付けられて

いる「心の教育」である道徳教育の充実を図るため、小山市における道徳教育の研究

校に指定され、研究を進めていくことになりました。子どもたちが社会で求められる

道徳的な価値や行動を深く学び、自らの生活に活かしていけるよう、道徳教育に重点

をおいて子どもたちと向き合っていきます。  

道徳の授業では、子どもたちが日々の生活や社会での出来事について深く考える姿

が見られます。また、道徳教育を通じて学んだ価値観が、子どもたちの実際の生活に

反映されている場面も少なくありません。あるお子様から、電車で赤ちゃんを抱っこ

して大変そうに見えたので、席を譲ったという話を聞きました。道徳の授業で、思い

やりについて話し合ったことを思い出したんだ・・・と話してくれました。このよう

なエピソードは、道徳教育が単なる授業に留まらず、子どもたちの行動に具体的な影

響を与えていることを示しています。7 月号より授業の様子や学んだことが生きてい

る様子を発信していきます。  

道徳教育の研究校としての活動を進めるにあたり、可能な限りでよいので、ご家庭

での日常会話の中に、社会で通用する道徳的な言動について話し合う時間を作ってい

ただけるとありがたいです。学校で学んだ内容を振り返り、家庭や地域でどのように

実践できるか考える機会を設けることで、子どもたちがより深く理解し、実践に繋げ

ていくことが期待されると思われます。ご協力よろしくお願いいたします。  

なお、今年度から、子どもたちが使う道徳ノートの名称を「こころのかがみノート」

として、内面を表すことのできるノートの活用も行っていきます。 

 

先月の引き渡し訓練では、お世話になりました！ 


